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日本学術会議の行う国際学術交流事業の実施に関する内規（抄）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１７年１０月４日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本学術会議第１回幹事会決定
第３章  代表派遣
（代表派遣の目的）
第１４条　代表派遣は、外国で開催される次条で定める学術に関する国際会議等に学術会議の代表を派遣することにより、世界の学界との連携、国際学術団体の運営への参画、学術に関する動向の把握、研究の連絡並びに情報の収集及び交換等を行うことを目的とする。
（代表派遣の対象となる国際会議等）
第１５条　代表派遣の対象となる学術に関する国際会議等は、次の各号に掲げる会議等の一に該当するものでなければならない。
(1)　国際学術団体の総会及び運営に関する会議
(2)　国際学術団体等が行う国際協力事業の企画及び運営を目的とする会議
(3)　学術に関する国際会議（以下「国際会議」という。）のうち特に重要なもので、当該会議の母体となる国際学術団体又はそれに準ずる組織等から我が国代表の出席を求められている会議
(4)　学術会議がその職務を果たす上から必要な研究の連絡、情報の収集及び交換等を行うために代表を派遣する会議等
（代表派遣会議推薦書等の提出）
第１６条　会長は、前条の規定に該当する会議等について、当該会議等の開催が予定される会計年度（以下「会議開催年度」という。）の前年度の１１月中に、国内委員会及び国際委員会の委員長（以下「関係委員長」という。）に対し、様式第３に定める代表派遣会議推薦書（以下「会議推薦書」という。）及び様式第４に定める代表派遣会議調書（以下「会議調書」という。）の提出を依頼するものとする。
２　関係委員長は、前項の依頼があったときは、会議開催年度の前年度の１月上旬までに、会議推薦書及び会議調書を提出しなければならない。
（代表派遣旅費の配分計画）
第１７条　会長は、前条第２項の規定により会議推薦書及び会議調書の提出があったときは、次の各号に掲げる区分に基づき、代表派遣に係る旅費の配分方針及び配分額についての計画（以下「配分計画」という。）の策定を国際委員会に依頼するものとする。
(1)　第１区分
ア　第１５条第１号に掲げる会議のうち加入国際学術団体の総会
イ　国際学術団体の総会のうち、アに準ずるものとして幹事会に諮り承認されたもの
(2)　第２区分
ア　第１５条第１号に掲げる会議のうち加入国際学術団体の運営に関するもの
イ　第１５条第２号及び第３号に掲げる会議等で我が国の代表の参加を要請される等学術会議として代表派遣する特別の必要性があるもの
(3)　第３区分
第１５条に掲げる会議のうち前２号以外のもので国際委員会委員長が適当と認めるもの
２　国際委員会は、前項の依頼があったときは、会議開催年度の前年度の１月中に配分計画を策定し、会長に報告しなければならない。
３　国際委員会は、配分計画の策定に当たっては、第１項第１号に区分される会議の旅費を優先的に確保しなければならない。
４　会長は、配分計画について、会議開催年度の前年度の幹事会の議決を経て決定するものとする。
５　会長は、第１項第１号イの国際学術団体の総会を変更しようとする場合は、国際委員会の意見を聴き、幹事会の議決を経るものとする。
（派遣実施計画の作成）
第１８条　国際委員会は、前条第４項の決定に基づき、次の各号に掲げる区分に基づき、配分されることとなった旅費の範囲内で、それぞれ様式第５に定める実施計画案を作成し、会議開催年度の前年度の２月中に会長に提出しなければならない。
(1)  前条第１項第１号に係る代表を派遣すべき会議

(2)　前条第１項第２号に係る代表を派遣すべき会議等
(3)　前条第１項第３号に係る代表を派遣すべき会議
２　国際委員会は、前項の実施計画案の作成に当たっては、加入国際学術団体の総会を優先しなければならない。
３　会長は、前項の規定により提出のあった実施計画案に基づき、様式第６に定める代表派遣実施計画（以下「派遣実施計画」という。）を作成して、会議開催年度の前年度の３月中に開催される幹事会の承認を得るものとする。
（派遣者の選考）
第１９条　会長及び関係委員長は、幹事会で承認された派遣実施計画に基づき、代表を派遣すべき会議等（以下「代表派遣会議」という。）のそれぞれの内容等に応じて、学術会議会員（以下「会員」という。）の中から適任者を選考し、様式第７に定める代表派遣会議候補者推薦書により派遣候補者を会長に推薦するものとする。ただし、学術会議連携会員（以下「連携会員」という。）の中に適任者があると認められる場合は、その者を候補者として推薦することができる。
２　会長は、前項の規定により推薦された派遣候補者について、原則として代表派遣会議が開始される日の１か月前までに開かれる幹事会の議決を経た上、学術会議の代表として派遣される者（以下「派遣者」という。）として派遣するものとする。
（派遣期間等）
第２０条　代表派遣の期間は、原則として目的とする代表派遣会議の開催期間に、開催地への往復に必要な日数を加えたものとする。
（派遣実施計画の変更等）
第２１条　関係委員長は、幹事会で承認された派遣実施計画若しくは派遣者の変更をすべき事情が生じた場合は、その理由を付して速やかに会長に通知しなければならない。
２　会長は、前項の規定による通知があった場合は、理由を付して改めて幹事会の承認を得るものとする。ただし、やむを得ない事由により事前に幹事会の承認が得られない場合は、事後に追認を求めるものとする。
　（代表派遣会議の追加）

第２２条　会長は、第17条第４項の規定により配分した旅費に残額が生じた場合は、その旅費の範囲内において、国際委員会委員長と協議の上、幹事会の議決を経て、代表派遣会議を追加して派遣することができる。
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